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日本のインフラ危機 老朽化する上下水道と重大事故

膨大なコスト

直径約40mの陥没により死亡事故が

発生し、約120万人が下水利用を自粛。

都市中心部で幅約27mの陥没が発生し、

電気・ガス・水道等のライフラインが停止。

老朽管の破裂により道路冠水が発生し、

住宅浸水や交通規制が発生。

事故事例
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漏水検知の現場

調査員の耳をAIへ。
熟練調査員の判断をAIで再現

聴診器付き
漏水探知機

漏水音
判定AI

・ 漏水判定が調査員の“耳”に依存
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水道管の漏水検知システム 概要

【本事業の内容】

水道管や環境データ等による広域的なリスクエリア抽出に加え、地上でのAI音響解析を組み合わせることで、

広域からピンポイントまで一気通貫でスクリーニングする新しい手法の確立を目指し、検証を行った。

【STEP1】

管・環境データで広域リスク推定

【STEP２】

音響解析AIでピンポイント漏水検知

【STEP３】

解析サイクルで高精度漏水検知

音響AI×衛星データによる次世代漏水検知でスマートインフラ管理

管・地理空間データ等の状況から

漏水リスクが高いエリアを面で把握

漏水特定の聴診技術をAIで再現し

音の特徴から漏水の兆候を捉える

漏洩箇所を正解データとして利用し

高リスク地域の選別条件を解析
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守山市実証で確認された成果

AIを活用した漏水検知手法の有効性を確認

⚫ AIにより広域から「漏水リスクの高い地点」を抽出

※ 過去データに対する高リスク地点の分類精度 ： 約81%  

⚫ 漏水音解析により漏水・非漏水を高精度に分類

※ 現地計測データに対する分類精度 ： 約92%

守山市での現地実証により、本手法の有効性を確認
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実証成果を踏まえた次世代漏水監視への展開

漏水を“探す”インフラ（点検効率化）から、“事故を未然に防ぐ”インフラ（予防保全）へ
※敷設年数順の定期点検型保全（TBM）から、高リスク箇所優先の状態基準型保全（CBM）への転換

[広域特定]

リスク予測AI

[ピンポイント予測]

音響判定AI

[常時監視]

漏水監視IoT
AIによる漏水異常の早期発見
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免責事項

• 本資料は、当社の事業内容や業績等に関する情報提供を目的として作成されたものであり、

有価証券の取得、売却等の投資勧誘を目的としたものではありません。

投資に関する判断は、ご自身の責任にて行っていただきますようお願いいたします。

• 本資料には、いわゆる「将来の見通し（forward-looking statements）」が

含まれる場合があります。これらは、現在入手可能な情報および合理的と

判断される前提に基づいて作成されたものであり、不確実性を含んでおります。

実際の業績等は、記載された見通しとは大きく異なる可能性があります。

• なお、当社は将来の見通しに関する記述について、新たな情報や将来の事象に基づいて

これを更新または修正する義務を負うものではありません。
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